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「とくしま生活排水処理構想2017」（案）について

１ 概要

生活排水処理構想は，処理施設の整備を効率的かつ計画的に推進するため

の指針となるもので，定期的（概ね5年毎）に見直しを行っている

２ 策定のポイント

人口減少や高齢化の進行等の諸情勢の変化に柔軟に対応するため，

○ 経済比較を基本としつつ，整備の時間軸の観点や地域のニーズを勘案

した，より弾力的な整備手法を選定

○ 現在実施中の公共下水道の整備促進

などを柱に，平成27年4月から各市町村において,見直しを行ってきたところ

３ 整備手法（見直し後）

① 公共下水道 未着手の１０処理区を廃止

処理区域：12,940ha → 9,730ha（縮小含む） 浄化槽区域

② 集落排水 未着手の４２処理区を廃止 にシフト

処理区域： 4,360ha → 1,810ha（縮小含む） (5,760ha)

４ 整備目標（中間目標年次：H37末 汚水処理人口普及率）

前構想 74％ 今回見直し後 79％

H26から年平均1.6％増 年平均2.2％増

５ 構想の推進

(1) 浄化槽整備の加速化

・ 面的な整備，適切な維持管理が可能な「市町村設置型」の導入支援

・ 「導入窓口」によりＰＦＩ事業化の業務をワンストップで支援

(2) 新たな技術・運営管理によるコスト縮減

・ 「コスト縮減」につながる新技術・工法等の積極的な情報提供

・ ライフサイクルコスト低減に資するストックマネジメントの推進

(3) 水教育・普及啓発の推進，地域防災力の強化

・ 水循環をテーマとした標語・ポスターコンクール，出前講座の実施

・ 旧吉野川浄化センターの地震津波対策の概成と災害時有効活用

６ パブリック・コメントに寄せられた主な意見

・ 美しい水環境が後世に引き継がれるよう構想の実現を期待する

・ 様々な機会を通じて、普及啓発を行って欲しい

・ 市町村と連携し、事業を推進して欲しい

・ 生活排水処理の現状を認識することが重要

・ 民間活用による浄化槽整備をわかりやすく示すべき

など


